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アコヤガイに寄生する吸虫の防除対策について

阪 口 清 次 (莫 珠 研 れン舟も巧 所)

中 野 益 男 {白浜真珠生産組合)

中 島 正 τロ士二ナ (田辺湾真珠生産組合)

石 原 幸 彦 (第l真珠養殖漁業生産組合)

標題の寄生虫については、今までに幾たびか本誌にも書いたり、また、研究

会のたびにしゃべってきています。

初めて、この吸虫のことを本誌に書いたのは2巻 1号でしたから、ざっと 5

伍前になります。その内容を振り返ってみますと、研究に着手したばかりの時

期ではありましたが、生活史は言うまでもなく、防除対策についても全く明ら

かでないまま、一般の吸虫類を引き合いにtilしての苦しい説明がなされていま

す。

この吸虫のセノレカリアは昭和7年に初めて妹尾氏によってアコヤガイから発

見されたものですが、当時はその発生が局地的であり、本種ーによる哀珠養績業

の被害もI隠微でありましたが、ここ数年来、こうした病気をもったアコヤガイ

が急激に増えてきたために業界でも大きな問題となってきたわけです。

この吸虫に関する研究の究極の目的は防除対策にあるわけですが、そのため

には、先ず生活~を明らかに L なければならないとの考えのもとに研究を進め

てきました。この研究 とくに生活史の解明 については非常に多くの方々か

ら御協力や御支援をいただきましたが、このような側面からの暖かい力がなか

ったならば、恐らく、今ごろも生活史については不明の点が多く残されている

のではないかと思われます。このような皆様方のお力をいただくことによっ

て、この吸虫の真珠養殖業におよほす病害ならびに生活史についてもその全ぼ

うがほぼ明らかになってきました。と同時にこの生活史を利用して、この吸虫

に対する防除策を立てる試験を実施した結果、事業的にも有効と忠われる方法

についての手がかりを得ることができるまでになりましたので本年からの早速

の応用を考えて、取り急、ぎここに原稿をお手許へお送りする次第です。防除対

策の試験については三重県農林水産部水産真珠課、全真連、三重県漁連ほ貝部

からいろいろと御支援をいただきました。 厚くお礼申し上げます。

l 



1.吸虫の生活史について

生活史については本誌6巻1号に詳しく述べてありますが、 「防除対策を考

えるうえでの生活史Jという意味合いと、まだ、充分にこれを理解し、把握し

ておられない方々の復習を兼ねてその概略を書fいてみましょう。

この吸虫は人体に寄生する肝臓ジストマや肺臓ジストマなどと同じイ中間には

いります。たとえば、肝臓ジストマですとその子{共の段階の虫体ーすなわちス

ポロi/ストとかセルカリアーはマメタニνに寄生します。このマメタニi/を第

1中間宿主といいます。このマメタニ乙/から泳ぎ出したセノレカリアは第2中間

宿主としてモロコやタナゴなどの淡水魚に寄生し幼年期の虫体ーメタセノレカリ

アーになります。このメタセノレカリアをもった第2]:lcr間荷主を生のまま人間が

¥l食べると肝臓で成虫となるわけです。このばあい、人間が最終宿主ということ

になります。

このようにジストマ類はその一生の間に寄生場所を通常3凹変えなければ親

メタセ)レカリア/

第Z中間荷主
トー7ゴ口日7イワ会ノキピ、ナプ
つヰタケイチイワシなピの稚魚、

鼠吉正

第l図 アコヤガイに寄生する吸虫の生活史
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虫となり得ないものです。この生活上の移りを「吸虫の生活史」といいます

が、このように生活史がわかっていますと、たとえば肝臓ジストマですと、第

1中間宿主のマメタニνを殺す、とか生のまま淡水魚をi食べない、とか人間に
寄生した親虫を特効薬で殺すなどの対策が立てられます。

ところで、アコヤガイに寄生する吸虫については、今までの研究によって第

1図のような生活史が明らかになりました。

すなわち、第1中間宿主にあたるのがアゴヤガイであり、貝の体内で無数に

分裂したスポロ Vストの中には数限りないセノレカリアを生じます。セノレカリア

は成熟すると宿主の体内から海水中へ泳ぎ出し、第2中間宿主として真珠養殖

筏附近に群楼している小さな魚、とくにトクゴロクイワν、キピナゴ、カタク

チイワνなどの体内に侵入し被嚢を形成してメタセノレカリアとして発育しま

す。このメタセノレカリアをもった小魚、をアジ科の魚類のうち Caranx属にぞく

するナガエパ、マノレヱパ、カイワリなどが捕食すると、それらの消化管の中で

親虫となります。

水温20
0

Cの恒溢水槽中で、試験しましたが、セノレカリアが第2中間宿主の体内

でメタセノレカリアとして成熟するのに約1か月、最終宿主に捕食されたメタセ

ノレカリアが成虫として虫卵を持つに至るのに15~30日かかります。すなわち、

アゴヤガイから泳出したセノレカリアが成虫として虫卵を海中へ放出するまでに

は順調にいったとしても 1か月半から 2か月余を要するものと考えられます。

これらのことは人工的に感染させて調べたわけです。

TI.吸虫被害の防除対策について

1. 防除対策についての考え方

先ず、一般ジストマにおける被害対策を;去にして本吸虫に対する!坊除対策を

三号えると次のようなことが挙げられます。

(1 ) 薬剤による罷病貝の化学療法

(2) 吸虫の生態、的特徴を利用してその生活閣の一環を断ち切るか、または初

期感染の防止策を行なう

このうち、 (1)については一般ジストマに対する獣医学部門の研究l士、最終宿

主内に寄生する親虫を駆除したり、また吸虫の生活圏を断ち切るための中間宿

主の撲滅にその方向が向けられていますが、本研究においては第1中間宿主の

体内に寄生している吸虫の幼生を駆除し、宿主を治癒させることに目的がおか

れている点で異っています。まず、一般ジストマの成虫駆除に用いられる数穫

の薬剤について本稜のセノレカリアに対する殺虫率を調べ、それらのうちから効
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tl¥ 2図 ユポロシユトに侵されているアコヤガイの各

組t~貴

1 :鉱業間連接的脈 2 :入製f抑止 3:閉殻筋

4・生殖腺 Ce... -t Iレカ リ7 gb"'I!-E球(セノレ

カリアの幼体) 0・・ 卵母制胞 s・a・スポロシス ト

の外壁

ることは容易なことではないと考えられます。

しかし、権病貝の体内にある初JUjスポロνストの発行状態を同一l時!切におい

て観察しますと、その発有段階がきわめて類似しており、また、その巾が少な

いことがわかります。このことは出l幼生の{34人が比11法的問ーのIJ叫引に行なわ

れたことを怠l床します。

また 、 最終:(~I主の主体となるナガエパ(';J:.当年伐の平手先lζ桜山し、 その年の秋

季あるいは211三日の秤字以降には隙伴し湾内には桜息していない傾|白11とあるの

で、本年のアコヤガイへの感染ilJ;U';J:.-4;:年のセノレカリアにしか山米しないことに

なります。すなわち 、 セノレカ リアは泳H \~~ l.5-2か月を経て成体にまで発行す

るとなると 、 セノレカリアのI永山以降、上氾のJ~j聞を統て初めて感染JUj となるも

のと予警告されます。
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したがって、海水中に放出された虫卵から静化した第1幼生が時期的にいつ

ごろからアコヤガイへ侵入するかを明らかにして、初期j感染を防止することに

目標をおいて、この防除の研究を進めたわけで、す。

2. 第1幼生によるアコヤガイの擢病時期

ヌミl及虫によるが}警の発生がみられない海域(英虞湾多徳島を選定)に基点試

験地を設け、一方、病害発生の多くみられる暖海性の他の海域(紀州海区の漁場

を選定)に 1試験地を設定しました。 基点試験地で選別した180倒の非-i'f1:病貝

を病害発生の多くみられる試験地へ移組し、 1か月後にはそれらを基点試験地

へもちかえって養成し、その後、毎月 1l[jlあて初期スボνストの寄生の有無言f

検鏡しました。そして、初期虫体の脊虫が認められた隈病貝は別に養成してお

き、その後の虫休の発育状態、を観察しました。試験!土 i二記の千Ii闘で、41+ト7円か

ら1か年間の12昨と、病害発生が多くみられる試験地に 1か年紋枕しておかれ

ていた 1 の計13府について実施したものです。

FlJi病貝の識別は貝を生かしたまま継続的に観察する必要性から、注射器:を貝

の生殖腺内へ挿入し純織の一部を採取して初期スポロ乙/ストの寄生の有無を検

鋭する方法(顕微識別法※と呼ぶことにする)によっています。結果はとりま

-積に4お書1かの8-れ多-て4iいO2い鼠たa験附婚~， 羅(供荊試貝貝出18現0伺滋) 
10 A群

7~5~8~9 10 a群 000000000000000000

8--1~-9~11 10 b 

9~I û--Io-- 6 10 C 

I O- 7-11~8 10 d 

1I ~9~11~8 10 e 

12--6品 10 j 42，1-.9 

，~，か 1~8 10 9 

1--9~3--6 10 h 

3~7~4~13 10 

4~l o-- 5'-9 10 

5~l o-- 6-'8 10 k 

とと7-14fIO. I 
41年

間査月日
6月 7

。 o 0 0 o 0 0 0 0 

。
'" 

o 0 0 o 0 0 0 0 

o 0 0 o 0 0 0 0 o 0 0 0 0 

o 0 0 0000000000  

000000  0000 0 0 

000000000000  

000000 0 0000  

。。 。000000
。 000000  

o 0 0 0 0 000  

-ーO 且 ~O 盆 D 自 o 0 
4?年 431ま

8 9 10 11 12 2 3 4 5 6 8 9 11 3 

巴1'll)1l
68 

。

38 

19 

2 

。
。
2 

3 

。
。
， ~R 群の
権病具合~T
66 

第3図 アコヤガイの擢病時期ならびに顕微識別法による確認経過(隠病貝とし

て確認されたものは除き、非怪病貝について翌月の調査を宍施した)

液これに対して、擢病翌年の 6 月 ~7 月をすぎた擢病貝では入畑、静脈の肥大と有色化と

いう病徴が現われ(第5図参照)顕微識別法に依らなくても、肉眼的に憶病の有無を
判別できるようになるので、この病徴による識別法を外見と識別法と呼ぶことにする。
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とめて第3図に示しましたが、病害発生が多くみられる試験地I'C.1か年間おか

れていたA群は68個の催病貝の出現(縦病率37.8%)を示しています。各1か

月間あて、この試験地に移殖されていた瀞 (a…r都)の椛病貝の出現総数は
66個であることから、これら各月の総数はその試験地での1か年間の慌病貝の

山現数を示していることがわかります。

なお、b群 (8月10円-9月12日)の椛病貝の出現は1か年間の隈病貝の総数

(66個)に対して58%、CAt.下 (9月10日-10月6日)は1か年間の総数に対し

て29%に当っています。すなわち、8月10日から10月6日までの2か月聞にお

ける第1幼生の侵入は1か年間の総数v<:対して87%にも当り、この試験期間に

おける虫体の主たる侵入時期は8月10日と10月6日との間のうちにあったとい

えます。

3.擢病貝の顕微識別法による確認ならびに病害発現の経過

第3図!とよって、1か年l闘の総椛病員出現のうち、 bおよびclfr.がその主体

をなしているとヨ7え、雁病後の時J切によるその!i{rf認し作る引の経過をみると 、

10月一4%、11月一39%、12月一68%、1月一79%、2月-84%、3月一90%

を辿っています。勿l治、これは年により、また、その漁場によっても多少変化

するものと考えられるし、また、注射器で生舶腺から組織の一部をとるl時の初

期スポロジストの採取ポや検鏡の際の見おとしなども)5地:されるので、顕微識

別法による確認ギ!とはかなりの聞きはあると思われますが、この方法によれ

ば、外見上識別の困日ff・な時JYJにおいてもほ貝1;干のおおよその最終liil.病ネを推定

することもできると)).・えられます。

l 

第4図健病貝からとりだしたユポロγ久ト

1 :隈病後まもないアコヤガイから得られた体長約100μの初期スポロ シスト

2 :外見上識別法により織別された際病只からmtこ成熟したスポロシユ ト

- 6-



有R病初期のアコヤガイにおいて、 今までに観察しれ}た訟も初期のスポロνス
ト!t.、大きさ約20-30μで、その基本的な形は球状ですが、きわめてゆるやか

に運動して祖柚の形に変形し、ひょうたん形あるいは樹校状を呈したりしま

す。これらは分裂あるいは士曽殖して次第に大きなスポロνストとして発育する
わけですが、第4図-1のような段階では顕微識別法によらなければ椴病を確認

することはできません。スポロνストが宿主のれ組織にが滅するようになると

節41ヌ1-2のような状態となり 、第 5図にみられるような入榔li'l'脈の肥大と有色

化の病徴があらわれ、外見よ識別ができるようになります。この病徴は、H妥海

刊!の海域におかれていた慌病貝では 6月初旬ごろから、冬421の水HIllが低いよう

な北部の海域におかれていたものでは 7月上句ごろから現われてきます。
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í:r~5図艇がJ只の外見上級日1)

確約翌年の6-7月になると 、それ
までは顕微減月1)法によらなければ

確認できかかった憶病貝に、入銀

静脈の!肥大とその乳白色化 (正常

のものでは無色透明)という病徴
が現われてくる。
ev:入総静脈

lv:総業間連接静脈 際病貝の病tAf発現経過

第7凶('i貝妓m.:止に対する閉殻筋重量の訓合をもって、l1il病貝の病状をあら
わす指担!としてそのJ~Jit-変化をみたものです。

正常民では 6 月以降低下して 8 月に最低となり (J主卵~YJに当る) 、 9 月以降は

再び上昇して12月から翌年の6月ごろまではほぼ12-14%の他をとっています
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が、当年識別擢病貝(本年の初夏にはじめて外見出演別ができた擢病貝で、前

年の秋季に第1幼生の感染をうけたもの)はその年の6月ごろには正常貝とほ

ぼ同じ値を示してお

り、 8月以降から下降

の一途をたどるが、そ

の低下V1正常貝よりも

1か月遅れており、 7

~8 月には正常民より

もむしろ良好な状態に

5

ω
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g 5 t a ・ ・~ーあります。
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月 すなわち、秋季にお

第7図際病貝にみられる病態生理ーの周年変化 いて第1幼生の感染を

うけたアゴヤガイに衰

弱や楽死などの病害が発現するのは翌年の8月下旬~9月以降であるといえます0

4. 擢病防止のための避難移動試験

まず、病害発生が多くみられる各地の湾について、隈病貝の出現分布状態を

調査した結果、いずれの湾においても養嫡貝および天然貝の区別なく湾奥部程

その率が高く、湾口部の潮通しの良いところ程、それが低い傾向にあることが

わかりました。このことと前記第2項の「第 1幼生によるアコヤガイの慌病時

期jの結果を利用するならば、第 1幼生の侵入期には感染率の低い避難漁場へ

貝を移動隔離するなどしてその侵入を防止することができるのではないかと考

えられるわけです。

+一外洋 。。第8図擢病防止のための移
動試験(試験地点)

m
 

l
k
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第8図に示すような海域において、本吸虫による憶病率がかなり高い湾奥部

のA地点に基地試験地を設け、第1表に示す試験方法の要領で、 42年8月1尽

から 9月30日まで15日間隔で5回、罷病がほとんどみられない湾口部のB地点

へ貝を避難移動しました。その後、侵入がみられなくなると考えられる10月に

なって再びA地点へもちかえり、 11月2日まで同地点で養成しておきました。

これらの試験貝は11汚3日にトラック便で英虞湾まで輸送し、その後、顕微識

別法によって擢病貝の出現状況を調査しました。これは本年の夏季まで継続し

て観察する予定ですが、 43年3月調査時における中間結果を示すと第l表のと

おりになっています。

第1表権病防止のための移動試験(試験要領と擢病貝出現状態)

ょと試?方法時間Z
A 開始時から終了時まで引き続きAの2叫層で養成 1臼 34 20.2% 

A' 11 向 。

AB.11官官主主3R室長8月1日にBへ移動、 10I 195 2 1.0 

日 2I 11 8月178 11 0.5 

山 11 8 fl旦一一 11 1.1 

AB.4 I " 9月15日。 186 I 26 14.0 

A B. 5 i 11 9月3つ日 。 I 192 I 41 i 21. 4 

B j開始時から終了時まで引き続きBで地活け養成 187 1 I 0.5 

42年7月13日に70貝x3 (篭)をl群として試験を開始、 11月2日に終了

すなわち、 8月301:::1までならば湾奥部の催病し易い海域におかれていてもそ

の侵入はみられないが、 9月15日の移動群 (AB. 4)になると急激に催病貝が

みられるようになり、 9月30日の移動群 (AB. 5)では、湾奥部に引き続きお

かれていたものと全く同じような高い擢病率を示しています。

このことは、 8月末までは第1幼生のアコヤガイへの侵入はみられず、 9月

に入ってから大きな侵入群があったことを意味しています。なお、 10月12日に

はこれら移動群 (AB.1~5) のすべては湾奥部へもちかえったわけですが、

これらのものに虫体の侵入がみられなかったことから10月12日以降には湾奥部

-9-



でもその侵入はなかったことがわかります。すなわち、この試験期間における

大きな侵入群はほぼ、9月一杯の間にあったと言えます。

5. 穫病防止のための事業的な移動試験

このことについて、著者らのうちの中烏が和歌山県水産試験場の指導を得

て、事業的な試験をやりました。

田辺湾内のうち、限病率が20~25%程度みられる日良地先の漁場に養婚して

あった2年生アコヤガイ(a群)のうち、約10万個を42年8月初旬に非限病地

区の向山県へ (b1l"'f)、 9月初旬に約15万個を和歌山県北部漁場へ (c鮮)それ

ぞれ移動し、もう侵入しないと考えられる10月中匂になってから日良地先の漁

場へもちかえったわけです。これら 3At半の試験貝のうちから 150倒を抽出して

調べた結果は第2表に示したとおりです。それによると、 8月初旬のうちに非

曜病地区へ滋賭したbll半ではその年の第1幼生の侵入は全くみられませんが、

9月初旬に避難した c鮮では時期的に少し遅かったために10%のものが際病し

ています。勿論、どこへも避難せず日良地先!こずっとおかれていた a訴には22

%のものに際病がみられました。

以上の試験によってもわかるように憶病貝の発生が多くみられるような漁場

でも、適切な時期にさえ避難すれば、この吸虫の侵入防止の目的は充分に達せ

られるものと考えられます。

6.病害発生の多い養殖場で真珠養殖をするばあいの考え方

以と、いろいろと本吸虫に対処するための考え方などについて述べてきまし

たが、これらのことは、病害発生の多い漁場で真珠養嫡をするばあいには次の

ようにも応用されます。

(1) 隈病貝は真珠養殖業において全く利用価値がありませんから、挿核手術

10 -



に当つてはほ貝静からなるべく多くの催病貝な除去することも病害対策の立て

前から有効な処置と考えられます。

(2) 第 1幼生が秋季に侵入したアコヤガイに哀弱および弊死などの実害が発

現するのは、その翌年の8月下旬-9月以降であることから、病害の多い養殖

場で真珠養殖をするためには第1幼生の侵入期を過ぎた10月以降に病気にかか

っていない正常貝を他の海区から搬入して春先に挿核手術をすることができま

す。このばあい、 「当年もの」ですと、たとえ、その年の9月に虫体の侵入が

あったとしても、貝に実害が現われる翌年の 8月以前に取り揚げられますの

で、吸虫の被害をこうむることなく真珠は取り揚げることができるわけです。

12年ものJについても、挿核第1年目の感染期だけを避難漁場へ移動してお
けば、第2ctflヨの真珠の取り揚げ年には、たとえ感染率の高い安嫡場に貝があ

りその侵入があったとしても、当年もののばあいと同様に吸虫被害の実害がな

く真珠を取り掲げることができると考えられます。

(3) 病害発生の多い安殖場で第I幼生の侵入期を経過してきたアコヤガイ

を、晩秋および春子tに販売あるいは購入するさいには、新規侵入の初期スポロ

νストを内臓している状態で出荷あるいは入何する恐れが多分に考えられま

す。このような状態を継続すれば、将来、母貝養成、販売に大きな禍根を残す

ことになるとともに矯入者にとっても大きな損失となるので充分にi主意するこ

とが守Jましい。

以上述べたような防除に関する附究については、今後もさらに研究を進め、

より確実な対策を確立して、このわずらわしい吸虫の被害を少しでも減らして

いきたいと念願しています。

ーム
守
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外海漁場での真珠養殖(I[) 

関 政

(三重県浜島水産試験場)

夫

外海性漁場での真珠養殖試験(沖合、海底)については、本誌59号 (1966)

に41年秋までの経過について、その(I)として報告したので、その後の結果

について報告することにする。

なお (1)では海底での試験経過についても述べたが、この結果について

は、一部重復するが、稿を改めて報告するつもりなので、 42年度の沖合の試験

結果はその概要について報告することにする。

沖合養殖試験の地点や方法はすべて(I)報のとおりで、五ケ所湾外、fl3¥湾

沖に放射裂いかだを設置し、貝は 2m層に養殖した。 41-42年度を通じ特に大

型の台風も無かったので、一挙に施設が損壊するようなことはなかったが、連

結部やワイヤーの切断等が時折ーあり、特に修理補強''"1行なわなかったので、 42

年末の試験終了時には完全なものは 6本中 3本となった。

これと比較対照した漁場は英虞湾浜島である。

41年度試験結果

まず41:i:f三度の秋から冬

について調べてみること

にするc

7ki昆は図 1に示すとお

りで、夏から秋にかけて

は英虞湾内と余り変りな

いが、 11月以降には湾内

では急速に水温が低下

し、最低期には100C以下

に下る。これに対して沖 ℃ 

合では非常にゆるやかに

2月に向って低下を続

け、しかも130C以下には

20ト也、
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下らない。図1には参考ーのため五ケ所湾の避寒漁場である迫聞の水温も示した

が、これを見ても沖合が冬の間かなり高水温を維持していることがわかる。

これさと貝の活動状態から見ると図2に示すように、湾内では水温が15
0

Cを切

る11月末頃、消化管中の料晶体重量が激減して餌を食べない状態、すなわち冬

眠に入ることを示し、 2月にはさらに減量して生浬機能がlまとんど停止するこ

とを示してゐる。一方沖合では11月以降ほとんど横ばいで著しい減量は見られ

ず、冬眠に入らないことを示してゐる。なお9月頃は両漁場ともかなり小さい

値となっているが、これは (1)報で述べたように、哀の高水温期の衰弱が尾

を引いているものである。

40 j
 f
 l
 

、U、
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 ゾ1
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20 
9 10 11 12 1 2 3 4月 9 10 11 12 1 2 3月

図 2梓晶体重量 (41年度)

実線浜島、破線沖合

図 3 海水中のクロロフイ Jレ a

(41年度) 実線浜島、破線沖合

図3にはこの聞の貝の鎮の量を推定するため、海水中の植物フ。ラシクトンか

ら抽出した葉緑素(クロロブイノレ-a)の量を示した。この図からも又この後

の42年の結果(図 9) からも、この年の 3~4 月を除いて、沖合では予想され

るように湾内にくらべて植物プランクト γは非常に少ない。湾内も12~ 1月は

少ないが貝は完全に冬眠して餌はとらないから問題はない。このことから沖合

の貝が湾肉と間程度に成長しているとすれば、沖合では流れの早さが餌の少な

いことを補っているか、またはこの程度でも充分な餌の量であると考えてよ

い。

それでは貝の生理状態、がどのようになっているかということになるが、国4

に貝柱中のグリゴーグン含量を示した。アコヤガイでは高等動物の肝臓のよう

に、貝柱中に最もグリゴーグγ含量が多く貯蔵され、必要に応じて補給される

と考えられている。この図から明らかなように沖合ではその含量が非常に多

く、湾内の約3倍にも達しており、この時期には環境が良好であったことが推

定される。しかしこれも 1月までであって、水温が150C以下に下る頃からその

-13-ー



合量¥1激減して湾内と大きな差がなくなる。

湾内における 3-4月の減少は、秋に蓄積されたものが低水抗期に徐々に消

費されて遂に最低限に達するfごめであるが、沖合含量の急減は既に(1)報、

あるいは本誌61号(怠羽周辺

の養殖真珠貝のへい死斑境に

ついて第2報)で述べたよ

うに、主主i水満期の消耗に対}芯

する低水温J引の消耗を示すも

のと受けとることができる。

すなわち適当な環境条件下で

は、流速がJRいことは貝の成

長その他に良い影響を与える

ことは異古市のカRいことであろ

うが、 --JCJ_貝に不適当なある

i克環要因の一つが出現すれ

ば、今度は逆に流速の早いこ

とが却って消耗を早める原因

になり得ることを示してい

る。この場合の之さ凶;士で

あり、 Mならば既報のように
250C以 k、冬ならば150C以

下ということになる。つまり

15-250Cの間では沖合漁場は優秀な漁場と言えても、その範囲外では逆に不適

格漁場ということになる。

実際の貝の成長については、グリコーゲン含量のように環境に直ちに反応す

るわけではなく長い聞の集積となるが、表1に示したように沖合がかなり忠く

なっている。一般に波の荒い漁場や流速の早い漁場では、貝殺の分泌の仕方か

ち推定されるように、貝の外形的な成長は阻害されがちであるが、この吟合に

は夏の疲弊が大きく響いて実質的にも劣っている。しかし秋から冬の回復はグ

リコーゲシ量で見たようにかなり著しく、大きさもある程度まで追いついて来

ているが、最終的にはなお湾内に及ばない。

jjJ:貝のへい死率については、この程度の貝数で言及するのは疑問があろう

が湾内では夏の間絶対的な高水温 (28
0

C以]二)のためやや死が多く、一方冬も

水温!と対応して多い。したがって沖合での夏の衰弱も直接へい死率には影響し
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ていないと言えるし、一般に衰弱と死が結びっくには非常に長期間を要する

か、または他の何らかのきっかけが必要であることが、他の調査からも推定さ

;leる。
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次に沖合漁喝を実際に利用する喝合[工、 i辻貝漁場としてではなく真珠漁場と

してであるから、真珠品質がどのようになるかが一番問題で、あろう。色や一般

的品質については主観的判断の入る余地が多いが、巻きについてみれば表2の

ようになるO 表2には秋までの結果と、さらに冬を越して春に浜揚げした2聞

の結果を示した。この結果をみれば真珠の巻きがほ貝の生斑状態と非常に良く

一致していることがわかる。すなわち秋の結果け、沖合では夏の高水祖期の疲弊

が大きく響いて充分回復していないため、やや巻きがJ岳くなっている。一方冬

の聞は既述のように、沖合の方が高水温でほ貝の状態は良いため、春の浜ヒげ

結果では秋までの差をカバーして逆に湾内を追い越してしまっていることがわ

力、る。

参考までに、はな、どう、すそのような分け方で真珠品質を分類してみれば表

3のようになり、何れの場合も沖合にはな玉の出方は高い。特に春の浜上げで

は、一見して明らかに湾内のそれは照りが思く、冬の聞に低水温のため表面が

j容解して光を失っていることを示している。結局冬の間だけについて。ろえれば、
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沖合では巻きがプラスされ、湾内ではマイナスとなるため大きな差を生じ、実

際には春1'C浜揚げすることはないが、品質では表3で判断される以上の差異を

生じている。

第 2 4 1年度真珠浜揚げ結果

u:7「iIi 

表 3真珠品質(%) 

浜揚げ 111 " lfi 円 つけ
月 日 ''"Li.ι. ~U せム・ d・.._..，

漁場!沖合 l浜島|沖合)浜島
はな |5.7(1515.210.8

どう I41.4 i 48. 1 I 49. 9 i 52. 2 

すそ I27.8 I 29.7 I 17.2 I 17.2 

くず I25.1 20.6 i 27.7 I 29.8 

ハ
b-i
 

作業貝のへい死率は表4に示

した。この結果は母貝の場合と

同じ傾向であって、脱核E容は沖

合にやや高いが、総歩留りにす

ると、秋の場合には沖合669昔、
湾内52%、春の場合にはそれぞ

れ、 63、46%となって沖合の方

がかなり良くなっている。



率

漁場|沖 合 i 浜

~~~へい死|期間!月間 l 累積|期間|月間|累積
期間 ¥¥Jへい死率Jへい死率iへい死率卜い死率Jへい死率lへい死率
6. 13-7. 5 4. 1 5. 6 4. 1 I 9. 3 12. 7 I 
7. -~-li. ; I 7: ~ I i: 8 I 11. ~ I 2~. 7 I 6.2 I 32.6 
7.5-11.15 ! 10.3 I 2.3114.0 26.4 I 5.9 133.2 

11. 15-3. 14 ¥ 5.5 I 1.4 i 18.8 ! 12.6 ! 3.2 I 41. 

死

島

L、J、、貝業作表 4

42年度試験結果

41年度に以上のような結果が得られたことから、沖合漁場の利用形態とし

て、夏の間湾内に避暑する必要があると推定されたので(絶対水祖は湾内の方

が高いのでこの言葉は適当でないかも知れないが)、 42年度では最初から沖合

に養殖した場合と、高水温期は湾内に養殖し、この時期を過ぎてから持って行

った2通りについて試験することにした。すなわち母員は 5月12日と 9月2C日

の2回に分けて搬入し、作業貝は6月10日に施術し、 X線検査後7月18日に沖

出し、第2回目として9月20日に追加している。以後それぞれ最初に持って行

った群を沖合①、後から追加した群を沖合②とすることにする。
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図 6 乾燥肉重量 (42年度)

突線浜島破線沖合①点線沖合①
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図 5 2m.層水温 (42年度)

実線浜島 破線沖合

邑

まず水温について見ると、阻5のように、夏の水誌は沖合がかなり低いが、

これは41年にくらべて低いわけではなく、湾内が特に高水温であるため相対的

ワ
4
1
i
 



に低く見えるわけである。特に湾内では25
0

C以との高水温が畏く続いたため

(約35日間)、夏の間異例の高へい死率を記録しており、へい死時期も良く水温

と対応している。 10月以後は沖合の方が高くなり、 12月に湾内と 50C以との水

温芳:が開いている。

この間の貝肉重量(乾燥)の推移について見ると、 7~8 月の高水温期には

41i!三同様沖合の減耗が大きいことも事実であるが、 42年の場合にはやや遅れて

湾内の衰弱も著しく、高水温の影響が大きいことを示している。秋の肥大期の

成長は両漁掃とも著しく、初めは浜島が早いが、最終的には沖合もこれに泡い

ついている。
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図 7 貝柱中グリコーゲン含量 (42年度)

実線浜島破線沖合①点線沖合①

関 8 梓晶体重蚤 (42年度)

実線浜島 彼線沖合

これをグリコーゲン量で見ると、沖合での夏の減少は41年と同様であるが、

41年と違って湾内でも高水視期の影響がけ、っきり現われている。また秋の回復

期には41年に沖合に見られたようなj坂端な高含量を示すことはなく、むしろ湾

内の方が1O~1l月には多い。沖合②の肉重量及びグリコーゲン含量の急、減も標

本誤差とけ、思われるが、簡単には否定できない意味を持っている。

品梓体重量を見ても12月を除いて常に沖合に小さく、良い状態左[士言えな

い。なお樗晶体重量・では沖合①、②は全く同じ数値となっている。

これらの原因については何もわからないと言った方が適当であるが、調査さ

れたことのみから推定すれば、餌及び付着物が関係しているのではないかと思

われる。 41年度と42年度ではクロロブイノレ量に大きな差がないが、 41年でも海

水 1f中にクロロフィルが1μダ(マイクログラム)以下の時はグリコーグシ量

の急減少が起っているが、その絶対量が多いから問題にならない。しかし42年

ではその絶対量が少ないため全体にならされているように受けとれる。これら
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から推定すれば、餌の密度がやはりある限度、例えば1μダ以下に下ればいくFE4 

流速があってもそれを補うことができないように考えられるし、まずこ沖合ηょ;
うな波の荒い漁場では、グリ

コーゲンのような活動エネノレ

ギー源を常に湾内以上に多量

に蓄積する必要があるのかも

知れなし、。さらに環境に対応

するこれら体構成成分の蓄積

の形や転換など単純には割り

切れない問題が多いようであ

る。

付諸物については3年間そ

れぞれ異なったものが観察さ

れているが、 42年秋にはカサ

ネカンザ乙/がセメント状に員

を斑没させている状態、となっ

ており、一般に沖合で付着物

が増大する時にこのような状

態になり易いことは、今後沖

合を利用する場合特に問題と

なること7三ろう。

これらの原凶についてはともかく、以}二のような経過を反映して、沖合に養

姑した期聞は短いが折角 2聞に分けて試験した作業貝の浜揚げ結果も、表5の

ように期待したような結果は必らずしも得られていない。結局沖合①、②、湾

内とも巻きに大差は~いが、沖合①と⑧の比較ではわずかに沖合②が良く、期

待した結果から見れば僅かの、母貝の状態から見れば当然の結果が得らわしたこ

とになる。

へい死率については、既述のよう l'，こ夏期雨水温のため湾内では 9月までの聞

に約半数がへい死しており、以後は湾内の方がやや低いが「全部を合計すれば

湾内が著しい高へい死率となっている。

7 

れ¥

12月11 

海水中のグロロブイ lレa(42年度)

実線浜島 破線沖合「

10 

!苅 9

め

以ヒの結果を総合すると、沖合漁場一外海性漁場ーを避寒漁場として利用する

上日1合には、 15
0

C程度の水温が維持されるならば非常に良好な結果を期待できる

-19-
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し、また現に外海に近い漁場に避寒漁場が設定さわしているが、一般的な養殖期

間、すなわち春から秋では多分に不安定な要素を含んでいると言える。すなわ

ち良い年には非常に良いが、惑

い年は同様に非常に患い結果と

なりかねない。

また41年、 42年とも真珠の巻

きと貝の歩留りがくい違ってお

り、当然両者の採算面での折ち

ゅう点が決定されなければなら

ないが、実珠の上号合には他の生

産物と異なって、単に巻きばか

りでなく価格を支配する品質自

体にかなり復雑な要素を含んで

おり、今にわかに両漁場の優劣

を論ずることはむずかしい。

この他今後沖合漁場を利用す

る場合特に問題となる点l士、台

風や船舶の航行による施設の破

壊、貝の脱落ならびに海難等が

ある。これらは当然不安定性を

さらにプラスする。もちろん施

設費そのものも当然高くなる

し、その維持管理も容易ではな

い。実際に貝掃除も現場では不

可能であるし、そのための衰弱

も以上の結果には含まれてい

る。吊り線、かご、細かいものではとぢ線なども新品を使用する必要があるな

ど色々困難なことがかなり多く、この試験の場合は極端な場合の一例である

が、これらをカバーし得るだけ品質を向上できる可能性はやや疑問のようであ

表 5 42年度真珠浜揚げ結巣 (42.11.30) 

浜島 沖合① 沖合①

へ7.11-9.20 43.2 22.1 (48.2) し、
7.6 10.0 10.5 死 9噌20-11.30

率計 52.0 29.8 

浜主要げ時脱核率 6.8 7. 7 6.7 

説…!!A~A B 
31. 5 30.8 33.9 
50.8 52. 1 51.3 

率 A-C 66.8 72.8 68.0 
A-D 77.5 81. 8 79.0 

(%) A-E P8. 1 88.4 85. 7 

直 A O. so 0.47 0.49 
径 B 0.53 0.49 0.44 
0) 

C 0.53 0.47 0.49 t曽
カ日 D 0.50 0.4:1 0.51l 
(棚) A-D 0.51 0.47 0.48 

重
A 46 42 46 

最 B 48 45 41 
の C 49 42 47 
噌 D 45 38 47 
カ日

E 58 51 54 
(m'if) A-E 48 43 46 

口仁口1 は な 2. 7 6.3 4.3 

質
ど う 49.0 47.3 45.3 
すそ 24.3 24.0 27. 1 

(%) く ず 23.8 25. 5 23.4 

る。

nu 
勺
L



奄美養殖場(奄美大島瀬相湾)の海洋構造について

(1 9 6 7年度の場合)

太 田 立 男

(御7!て木真珠奄美養殖場)

真珠養殖の増産をはかる為にはアコヤ貝の生活史右始め、生態学的にもその

性質を熟知し、しかも養殖場の環境要因についてもよく調査をし、これらの結

果をもとにしてその環境にあった養殖方法を立案することが大切なことであろ

う。

田村 (1960)はアゴヤガイ Pinctadamartensiiは奄美大島がその楼息の南

限としている。この点から判断して奄美大島におけるその養殖には多くの問題

点が存在する。又漁場としての環境解折は長期にわたって組織的には全く行な

われていない。筆者は、年間にわたって海況調夜、その他を継続的に調査をし

て来たので報告する。

1.海況(定時観測結果)

C1)方
観測月日

観測時刻

観測漁場

C2J 給

法

1966. 11.24~1967. 12.31 

午前日時

瀬相湾湾奥麦凶湾(其他漁場)

果

以下一!λ寸与里子(備
ii31玉川。ケ 3Iム.1云.925.82 示示。C 挿

吋::jljijljijliJ;(iilijjiiJj: 



¥ 海況~L.. J8 or 1 L..!...~_4- I 
¥アぃ|気温 i一一竺一一空，三一占聖日
旬1111"，，! 1 0 n" 2 r，ル 5 rn 1 2叫|

:上 17.9 I 19.5 19.5 19.5 1 25.96 119. 1-20. O'C(20. 5'C) 
2月:中 14.7 19.1 19.1 19.1 25.92 118.7-19. 6'C 
下 18.3 19. 5 19. 5 I 19. 4 26. 18 '18. 9-20.1 'C埋立て工事

I 上 20.0 ! 19.4 1 19.3 19.4 26.16 118. 5-20. 3'C台風2号発生
3月:中 20.0 20. 1 1 19.8 I 19. 8 i 26.ωi191~20.YC(20.yC) 

| | | ! 持核作業了
i下 I 20.3 1 20.3 20.1 20.0 1 26.12 119.2-20. 6'cdi" 20'C) 
|上: 21. 7 1 21. 0 2α9 20.9 1 25.84 120.0-22. OOc 
4月i中 124. 4 1 22.9 22. 3 I 22. 2 1 25.54 121. 5-24. O'C 
j下 23.5 1 23.3 23. 0 1 228 25. ~O 122.5-24.4'C 

上 25.7 1 24.3 23.5 23.4 25.66 122.9-25Tc 水温
| ; ! 急上

5月|中 25.7 2尽1 24. 3 24， 0 i 25.63 iお 5-25，0'C(26.C) 昇矧
下 24.7 24.924.7 ! 24.4 1 25.13 124.0-25.4 'C(23.1-26.1 0C) 

|上 126.0 25.2 24. 7 1 24.7 24.39 124.0-26. OOc淡水氾濫期
6月i中 126.2 25.3 24.6 24.3! 25.42 i23. 9-26. 00C(26. 80C) 
|下! 27. 5 ' 26. 7 I 25. 8 : 2弘4 25.28 :24.2-27. 80C(沼.4'C)

!上|羽.2 28.2 27.5 1 27.2 I 25.48 126.6-29. 2'C 
7月!中 130.8 28，6: 27.8 1 27.3 1 25.49 :26.8-29. O'C(29. 5'C) 
;下 I29.9 28.7 28.0 I 27.9 1 25.47 '27， 5-29. OoC 
!と 31.6 29. 2 ! 28. 1 I 27.6 1 25. 38 127. 0-30 Ooc 
8月:中 32.2 28.8 28.2 27.5 1 25.33 127.2-29 20C 
下 |31.4 ;29・6 I 28. 5 28. 0 1 25犯|幻.5-ω00C(31.7'C)高水

|上 I30. 8 i 29. 9 I 2臼6I 27.9 お 40I幻 0-30.3'C(31. 50C)温期
9月!中 129.6 I 28.0 I 27.5 I 27.3 25.31 126.8-29. 50C 
:下 28.2 I 26. 8 26. 5 26. 4 25.必凶 8-27.90C
上I28. 1 26. 9 I 26. 5 26. 4 25. 39 125. 5-幻 50C(28.50C)

10月|中 27.3 25.6 I 25.3 25. 2 25.47 124.5-26. 6'C 
"T I 25.6 25.0 1 24.6 24.6 25.76 '24.1-25. 6'C 

:上! 2丘7I 24.8 24.4 1 24.3 1 25. 86 124. 0-25. O'C 
11月i中 I23.4 ! 24.1 23.9 I 23.7 25.92 123.2-25. OOC 
|下! 22.7 i 23.6 お.5 23.4 25.80 122.8-24.1'C 

i上 119.0 22.5 22.4 1 22.2 25.82 121. 7-23. 0.C(2Q. O'C) 
12月|中 116.3 21.3 21. 1 1 21. 1 i 2尽70120.8-21. TC 
j下 i16.4 20.6 20.5 1 20.5 I 26.57 119.9-21. Ooc 

19向上 16.7 1丙 19.瓦1長 2両日正云i函否品面作業ι
1月|中 17.0 19.4119.3 19.3 お.73:18.6-19. g'c 
J下 16.3 19.1 I 19.0 19.0 I 25.66 118.7-19. 30C 
( :~ 
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C3J考察
水温は年間を通じて;最高債を示すのは 9月と旬 (290C合)、最低値，i.2月中

旬 (19
0

C台)であり、その間の水温差は約11oCである。又その推修は 1-3月

にかけては水温の安定期?にあたり、 19-200C台に水温は存在し、 4月から 5月

末にかけて水j昆は急激なーと昇を続け、 5 月末~6 月 't' l;.f{までの多雨期には水温

は比較的安定しており、雨期がすみ暑さが厳しくなってくるとともに、再び急

激な上昇を続け、 7月中旬以後徐々にと汗し、 8月末-9月と句に水温は最高

値を示し、 31
0

Cを越えることもあるo9月中旬頃より 10月下旬までは台風の影

響により持たらされる外洋の冷水、雨最、その他の影響により水誌は急、下降を

続け、 11月下旬頃までは比較的ゆるやかにド降していた水温は12月に入るとと

もに、季節風のもたらす!被しい家波の影響で水温も 240C近くから一気に 20"C

近くにまで下降する。

瀬相湾に於ける表層と 5m層の水j晶表は一年を通じて 5月上中旬、 6月中匂

以降9月上旬までで1.OOC前後(最高値は 9月ヒ匂jの2.00C)、そして11月下匂

以後4月までは、その水温差が小さく (0.30C以下)、 5月下旬-6月上旬(多

雨期)及び9月下旬以後11月中旬頃まではその水混差は liiJ二者の中間値 (0.5

OC前後)を示している。

1967年度の水温を昨年の当交織場の調査値及び1965年、 58、59年の炭水試大

島分場の調査値と比較してみると 1-4月上勾は例年より約 1-2
0
C低めで最

低値は 18.5
0

Cにまで下降した。 4月h匂-6月ヒ伯J頃までは例年よりや L高

め (0.5
0C以内) く 4月ヒ句中旬下旬の水温のーヒケイ度合が例年になく高い>6

月上旬-9月と句はほゾ例年法み、 9月ヒ句-11月一ド句までは例年よりや L低

め (0.5
0

C以内)12月に入るとともに例年より 0.5-1.5
0

C低く;なっている。ス

1968年度1月は昨年よりも吏にl
O
C近く低い水温傾向を示している。

比重(X年聞を通じて最高値を示すのは、 2月一ド匂-3月ド匂にかけての1.026 

台、最低値[土 5月下旬-6月上旬〔雨期〉の1.02500前後で、その問の授は

0.0105である。比重は冬には高く夏に低し、傾向にあり、その推移は 1月-3月

下旬頃までゆるやかな上昇の線七たどり 4月に入るとともにや L 下降して安定

を続け、 5月末-6月中旬の多雨期に急、激に下がり、雨期あけとともに再び安

定を続け冬が近づくとともに非常にゆるやかに f~i'Iーしていく。塩素最に換算す

ると19%0合で、高献水である。
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2.瀬相湾定点観測結果
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以上の結果瀬相湾の水i出土、表層の場合 8~9 月に於いてはド降の curve(土

小さいが、 9月中旬を過ぎる頃よりド|年度合が高くなり 2.00C近くづっ下降す

る。 30m層水誌の場合もほ Y同様のことがいえる。又水温の水平分布は夏季ほ

どその差が大きいが、秋季に入るとともにその差はほとんどない(表層水混)

が、深層ほど夏秋の季節に関係なく常に安定した水iii層を形成しており、戸~Iユ

湾奥差はほとんどみられない。Elllち8/15の調査では湾奥ほど表層水温は高い

が、その後は湾口の方がや)，，[音くなっている。

秋季11::.入ると共に表層と30m層との水温差はほとんどなくなる。又)史ーは垂i庄

の分布の差が大きくなるのが特徴であり、 30m唐十土9月の中旬に最高水温に迷

する。

(2)比 重

年間を通じて、 24.97-26. 06の間に比重は存在し、 8/15では25.31 ~25. 67で

年間を通じて丁度中間値を示し、秋季 9~10月は比重のI隔が大きくて、しかも

や L 低めで、 24.97~25.82に存在し、冬に入ると共に比重は高くなり、 25.63-

26.02の聞に存在する。又比重の垂直分イriは明確ではなく夏場はや L表層が高

めとなり、秋に入るとともにその差は不明係となる。又比重の水半分布も明存在

ではなく夏場はや L湾口が高い傾向を示すが、秋に入ると共にその差が不明確

となってくる。

(3) 透明度

透明度は観測時の天候(暗主要天)によりかなり左右されると思われるが、年

聞を通じての値は 7.0-18. 0である。透明度についての周年の傾向は、特に指

摘する様な有意のものは認められない。

(4) プランクトン沈澱量

湖、相j容に於けるプランクトン絶対量は非常に少なく0.1-1.Occしか存在して

いない。又 8-9月は0.4cc前後、 10月は 0.9cc前後、 11月は最低量でO.1cc、

12~ 1月の冬期はO.3-0. 4cc存在しているにすぎない。水深による走は明確で

はなく時期によって性質を異にする。ElPち夏、秋は深い方に多く、秋のおわり
から冬にかけて浅い方にプランクトン量は多くなっている。夏から初秋にかけ

ては比較的湾口にプランクトン量は多く、晩秋から冬にかけては比較的湾奥に

プランクトシ量が多くなっているのが特徴である。

(5) プラン'クトンの種類

夏季8月に於いては Rhizosoleniasp. Ceratium sp. Thalassiothrix sp.が

その中心であり、 Rhizosoleniasp. Thalassiothrix sp.は比較的湾口附近に多

く見られる。 9月に入ると共に Thalassiothrixsp.にかわって Chaetoceras

ハ
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sp.が{優勢となり、 Rhizosoleniasp. Ceratium sp.は前月同様多量に観察し得

る。又 Rhizosoleniasp.は前月同様湾口附近に多く、 Ceratiumsp.はj考奥に

多くみられる。又黒潮系藍藻類のTrichodesmiumThiebauteが観察されるこ

と、及び浮前性有孔虫類が存在していることが特徴であり、甲殻類幼生が湾奥に

多くみられる。又アコヤガイの害敵であるサツマボラの larvaを若干数見い出

した。 10月に於いては前月間様 Rhizosoleniasp. (湾奥に目立つ)Ceratium 

sp.が多く観察され、前月少量の Thalassiothrixsp.甲殻類幼生 Copepoda

(湾奥に目立つ)が多く観察される。 11月に於いては9月と同様に Rhizowlenia

sp. Chaetoceras sp. (湾口に多い)、 Ceratiumsp. Copepoda (湾奥に多い)

がその中心であり、この時期には、 10月頃対岸の平安に開設された養豚場より

流出して来たと思われる楕円状の|司形物が湾口に多く観察された。大小様々の

形(大部分椅河形)、又12月に入るとともに Rhizosoleniasp. Thalassisthrix 

sp. Chaetoceras sp. (湾中央に多い)が多くみられ.前月湾口においてのみ

しかみられなかった楕河状の由形物が湾突においてまで観察された。以上の

通り年間を通じて Rhizosoleniasp. Thalassiothrix sp. Chaetoceras sp. 

Ceratium sp. Copepoda等が多くみられ、植物性プランクトンは比較的湾口

に、動物性プランクトンは比較的湾奥に多くみられる。又、黒潮系藍蕊類の

Trichodesmium sp.があまり観察されなかった。別墳記載の海中懸濁物が各

月どの漁場に於いても少しづつながら観察されることは特筆しておきたい。

(6) 海中懸濁物

付) 海中懸濁物の浮波状態、及び顕微鏡観察によるその形態

(I) 様々の大きさ¢繊維状物賀

(IT) 簿い脱状の褐色を帯びたくず状の物質

(ill )気泡状

(IV) 一種の固まり

(V) 潮自のように一直線状に並ぶ

(Vl) 針状につらなる

(ロ) 海中懸濁物中のプランクトン

D;slospalis lenticula， Coごolithophores類(特に多い)

Hemidiscus cuneiformis， Corethron pelagicum， Gymnodinium類、

Thalassiotrix sp， Detonula Schroderi， Cymbella affinis Kijzitng， 

Fragilhria sp， Rhizosolenia sp.の遺骸(特に多い)

Skeletonema costatium， Seratium sp. 

Pleurosigma sp.遺骸
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(ノす 海中野、濁物の肉眼観察

主に気象状況によって観察が左右されるが、特に薄曇りで風はほとんどな

く、海がないでいるときに多く観察され、潮の干満により状況は異なるもの

と思われるが、特に午前中の最満潮時か、最千潮時の 1-2時間前後に多い

ようである。死殻の中に時折多く沈着Lているが、それを乾燥させて観察す

ると泥状の乾いた感じの物となる。

(.::.) 海中懸j器物の生態学的生物学的意義

海中懸濁物l土岩石の砕片、動植物の遺骸であると報告(西沢 ]966) され

ているが、同時に海中懸j宙物には炭水化物が残査にして全体の41-789昔、蛋

白質が残査にして全体の79-94%含まれて報告されている。

筆者がこの懸濁物が浮i持している所を指でかきまわすと分離するがたちま

ちのうちに集合してもとの状態にもどった点から判断するとその著しい附斎

力に注目される。そしてこの物質はかなりの還の植物プランクトンとその遺

骸が附着している点から判断して、このI撲はその上に bacteriacolonyを発

生させる物質となりうるし、植物細胞も相当数この膜状物質に付着しつつ生

活動を続けているものと忠われる。

以上のような点から判断して貝類は微細プランクトン及び有機残査を主な餌

料としていることを考慮して、この懸濁物を有効に利用することは奄美に於け

る真珠養殖業の今後の発展に良い結果を生み出すのではないだろうか。

3.瀬相湾アコヤガイの食性

C1J結果

(1) 1月に於ける調査結果 (101出体)

Cepepoda J:主骸、 Rhizosoleniasp， Nitzschia sp， Coscinodiscus sp， 

Gastropoda larva， Thalassaiothrix sp， Chaetoceras sp， CrJ 1 -5個体

懸溺物、珪藻類の残骸 〔十J 6-10個体

(2) 8月に於ける調査結果 (29介)

(1 ) 奄美産稚呉の場合

Copepoda CcJ 

管、濁物 CccJ 

クニのlarva 仁rrJ

Ceratium sp， CrJ 

cc 45% C 30% 

(2) 三瓶産稚貝の場合

Coscinodiscus sp， CcJ 

Rhizosolenia sp， CrrJ 

原生動物 CrrJ 

Diatom 〔十〕

ト 159合 r 8% rr 29長
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Copepoda C十J Coscinodiscus sp， CcJ 

懸濁物 CcJ Diatomの殻 CrJ 

D型 larva 白の その他不明 白rJ

く頻度測定法は上記と同じ〉

C 2 ~J 考察
以上の結果、アゴヤガイは海中!也濁物 Coscinodiscussp， Rhizosolenia sp， 

Ceratium sp， Copepoda etcの如く比較的出現不のl完いものを多く食べてい

るようである。

懸濁物は時期の別なく常に食べている。 iifli相湾に於いてはプランクトンの絶

対量が非常に少ないので、アコヤガイにとっては常に飢餓の危険にさらされて

いるといっても言いすぎた誇張ではないであろう。しかしながらプランクトン

は少なくとも海中懸濁物が比較的豊富に存在しているこの漁場の特性を充分に

考慮してそれを上手に利用しプランクトンの増大を可能にさせる方法を研究調

査Lていきたいものである。

4.瀬相湾の潮流
ClJ方法

口一ブとして

2 mの吊線利用

C2J結果

~う

(1) 1967.9. 15調査(最千潮線へ向かう
場合)大島海峡の主流の流向は→

九

→ Om6m閤

左図の方法により測定した結果の

データであるが、器具及びロープ

etc水の抵抗性などを考えると必

ずしも正確な値とはいえないが、

潮流の概略を知る意味では有効的

である。

(必 1967.10.14調査(最満潮線へ向か
う場合)六鳥海峡の主流の流向は→

iムノ
亡と/ス

f ~ 

今 611も層の一部
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C3J考祭
俵小島F付近の流れは、大島海峡にそった流れ，で、あり、流れは早く、 0-6m

までは2c間/secの早さで流れているO 千満によって流向は微妙に変化している。

日宏真珠附近は流れはゆるやかであり、 4cm/sec程度で潮流の一つの分岐点

となり、千満にか Lわりなく、様々の方向へ常に変化してながれている。

大浦附近で、は流向は7.5c眠/secで安定した潮流を示している。大浦湾内でゆ

るやかな環流をしているものと忠われる。比較的安定した漁場のようである。

田良勝附近は日宏冥珠近辺同様非常に惚雑な流れをしたり、こ Lでの潮流は

様々の方向へ分岐している。流速は大浦附近とほ Y類似しているが、流れの変

化が大きく比較的不安定な漁場と思える。麦聞は瀬、相湾々奥にあたり潮流の合

流点にあたり非常に複雑な流れを示す。 iJi[速は最大値で4.0cm/secで一時期に

於いては全く流れが停止する。最満潮から最二円相までの流向は、。-5mまで

は北東の方向へ2.5~4. Ocm/secで流れ、最千潮時には向じ円を2cm/secで潔流

干潮後2-5時間、流れは非常にゆるやかで最大2cm/sec程度であり、流向も

非常に慢雑であり、干潮後2~3時間では Omは南東へ、 2mは北東へと全く逆

に流れ、干潮後3~5時間では omt主北北西、 2m!土南南東と全く ffへ、 5mは全

く流れなく定位置にある。干潮後5時間後からは安定した流れを示し始め、北

北東へ 1cm/secでゆるやかに流れ始める。満潮後干潮までの流れは比較的安定

し2~4cm/secで流れるが、干潮後満潮まで、の流れは非常に阪雑で O~2cm/secで

大変ゆるやかに流れている。以上の点から判断して安田は仕立漁場としては最

適地であり、特に千j羽後の仕立は大変有効的であるようだ。

j粉、相湾は湾自体きわめて急深(特に北寄りに顕著)で海映と同じ水深を示す

50m線が湾の中央部まで及んで、いる。その為大島海峡の湾!の動きは、この部分

まで直接影響している。湾口から中央部にかけての潮の動きは海峡のそれに影

響するところが大きく、中央部から湾実にかけては湾自体の潮の移動に海1I決の

余波が加味さわして変化し、中央部は湾口と湾奥の潮によって撹乱状態を起こし

ている。

5.瀬相湾の底質

ClJ方法

採集7Jく深 29-30m層 調査月日 1967.8 25 
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(2)結果

(大 浦) 灰色がかっための細かい砂質、無臭であるがや L腐敗臭が感、じられ

る。採集時水がやけこごっているO

Benthos (巻貝稚貝 1ケ二枚貝 lケ 甲殻類4ケ多毛類4ケ サγ

ゴ多数〕

(空 間) 大浦とほゾ同じ底質である。 1降、臭、採集時の水のにごり大浦ほどで

はない。

Benthos (二枚貝殻1ケ サンゴ多数1

(田良勝) 茶色味を惰びた粒のや L荒い砂賀、無臭。

Benthos (二枚貝殻8ケ 巻貝2ケ〉

(春間) 旧良勝と同じ性質である。

Benithos (巻貝稚貝3ケ 多毛類1ケ 二枚貝殻5ケ 甲殻類1ケ〕

(麦 L日) じ回航曳すれど採集出来ない。

(3)考察

(大浦) (空間)は小砂又は中砂多い。

(田良勝) (春開)は大砂又は磯(小磯)多い。

(麦回)は細牒又はサンゴ、岩礁多い。

(大浦)は多毛類の個体が観察されることから、かなり泥状の性分も含まれ

ているのではないだろうか、全般的にみて瀬相湾の底質はまだ老化現象からほ

ど遠く、きれいな砂質である。又瀬相湾に於いてしばしばみられる懸濁物が採

集底質の表面を薄い膜を{ノトって存在している。この薄)j莫を顕微鏡[とて観察した

所少しのプランクトン及び浮?勝利:のゴミ多数観察した。

6.綜合考察

一般に生物は環境諸要因の変化に対して耐え得る範囲をもっているが、この

要因がその範囲の限界に近づいたり、又はこれを越えることがあればそれはそ

の生物の生息を制限する要因となる。田村 (1960)はアゴヤガイ Pinctada 

martensiiは奄美大島がその棲息の南限としている。この点から見ても、奄美

大島に於けるその養殖には多くの問題点がある。瀬相湾内に流入する河川がな

いため、栄養塩の供給が少なく、又塩分が高いために幼生の沈渚に好条件な海

況とはいえないことが一つの問題点としてあげられる。

第二の点として、潮通しという点があげられる。艮ilち貝類の増殖には潮通し

の良い所が好条件とされている。 i頼相湾の流速は4~20cm/secの範屈にあり、

千満によって、文部分的に異なった流れをしている。良IJち瀬相湾の千i常茶は
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1. 8~2. omなのであるが、満潮から干潮にいたる潮の流れは平く、二子湖から満
潮にいたる潮の流れは干潮にいたる流速の%~Xの速さであることがその一例

であり複雑な流れをしている。特に潮流は養殖場の海水の新陳代謝に役立ち、

館料や栄養塩の補給、排池物の持去りに効果があるので、この潮流をうまく利

用した養殖方法が求められると思う。又プランクトンの絶対量が非常に小さい

ことは潮通しの良いということがかえって逆効果としてあらわれるのではない

であろうが、その点H:l来るだけプランクトン etcを発生し易いような環境をと

もなった養殖方法を考案する必要があるようだ。

第三の問題点として土記プランクトン etcのアコヤガイの制料不足という点

があげられる。瀬相j湾を浮u産する微細物質の大部分は有機性のもので、プラン
クトシが有機残査或いは懸濁物と呼ばれるものであり、これを生物学的に飼料

として役立たせるよう解決すれば、真珠養殖の大きな発展に寄与することであ

ろう。

第四の点として水温がある。アコヤ貝の生活適温範聞は13~250Cであるが、

この範聞内であれば温度が高いほど貝の代謝機能が促進され、高温側の限界間

近に最適識が存在する。この点から判断すると瀬木[1湾においては11~5 月まで

がアコヤガイの生活適温期と忠われるが、水温のアゴヤガイに対する影響の点

から論を進めていく場合にアコヤガイの水温順応 (Temperatureacclimatiz 

ation)の点を考慮する必要がある。奄美大島に於いては、アコヤガイの大部

分は内地漁場から輸送されて来たものであるが、アコヤガイの楼足、条件にとっ

ては南限である。この奄美養嫡場に持ち運ばれて来たものは、その環境条件に

11闘志する為に内部の生理を変化し、呼吸栄養生殖など一切の生理状態が直接水

温IC支配される。緯度の違った地方(奄美はN280三重県は N320) から採集さ

れたものは、温度に対する抵抗性、倍々の代謝速度(呼吸率、心臓の鼓動繊t

運動等の変化)は異なる。こういった点が第四の問題点である。

第五の問題点として塩分濃度(塩素量比重)があげられる。アコヤガイの楼

忠、適地は外海に面した塩分のl笥い比重1.020~ 1. 025であるが、 i料相j考の比重は

年間を通じて1.025以上でありアコヤガイの最適比重の限界を越えている。一

般に海産生物は塩分濃度の変化に対しては敏感である。アコヤガイのように塩

分比重の変化に対する調節力を有しない動物は体内に渉透圧は外界のそれと共

に変化して戎る程度までは生活し得るが、その限界点が重要なポイシトとな

り、このjえが水温と同様奄美大島に於ける真珠養殖の問題点であろう。
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6.要約

1. 水温は年聞を通じて最高値を示すのは9月上旬 (29
0
C台)最低値は2月中

匂 (190C台)であり、その間の水温差l士約11oCである。

2. 夏季においては水温の水平、垂直分布の来が顕著で、あるが、冬季はその傾

向は存在しない。

3.比重は年間を通じて最高伎を示すのは3月の1.029台、最低値は 5-6月

の1.025である。比重は冬に高く夏に低い傾向にある。

4.比重の水王子、垂i区分布の差は季節を通じて顕著ではない。

5.透明度は年間を通じて 7-18m

6. プランクトン絶対量は少なく最大値は10月の3.20ccであり、夏秋は比較的

深い)習に、晩秋冬にかけて浅い!習に多く出現し、夏初秋は湾口に、晩秋冬

け、湾奥に比較的多く出現する。

7. Rhizosolenia sp， Creatium sp， Thalassiotrix sp， Chaetoceras sp， Co-

pepodaがその中心である。

8.海中懸濁物が観察される。

9.奄美大島アコヤガイの宵内容物を調査した。

10.湖、相i湾の流速は最大値20cm/secで干満によって流向流速が異なり、中央部

から湾奥にかけて海雑な動きをしている。

11. l頼相湾の底質は砂質、サンゴ、牒であり老化現象からほど速い。

12.奄美大島に於ける真珠主主嫡問題点を海洋;構造から列挙した。
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編集後記

0皆様のお手元に第7巻、第 1~"1をお送りいたし

ます。

O今回は国研の阪口技官に、セ jレカリアの防除についての研究報告

を御投稿いただきました。

今は時期的に肉眼で見えるようになってきました。セノレカリアの

寄生貝には挿核、ピース等の利用はさけて下さい。

。挿核νーズンも、水温の上昇で、そろそろ危険になってきました。

皆様の養殖場の水温は何度くらいでしょうか?くれぐれも高水温

には気を付けて下さい。

。編集の事情で大変発行が遅れたことお花びいたします。

次回発行は10月中ノ日jの予定で、すO

昭和43年 8月10日発行
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